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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 

a. 特に学術的に重要と考えられるもの 

●心身医学会の対象疾患の一つ過敏性腸症候群(IBS)は大部分が心身症に属しており、心身医学会理事長
が下記の論文を公刊して医学の発展に貢献した。  

・Sperber AD, Bangdiwala SI, Drossman DA, Ghoshal UC, Simren M, Tack J, Whitehead WE, Dumitrascu DL, 

Fang X, Fukudo S, et al. Worldwide prevalence and burden of functional gastrointestinal disorders, results of Rome 

Foundation global study. Gastroenterology 160(1):99-114.e3, 2021. IF 33.883 引用数 1,378 (Google), 958 

(Scopus). 全科学論文中引用上位 0.01%論文。診断基準を統一し、IBSの世界有病率を正確に報告した。 
・Sperber AD, Freud T, Aziz I, Palsson OS, Drossman DA, Dumitrascu DL, Fang X, Fukudo S, et al. Greater 

overlap of Rome IV disorders of gut-brain interactions leads to increased disease severity and poorer quality of 

life. Clin Gastroenterol Hepatol 20(5): e945-e956, 2021. IF 12.600, 全科学論文中の引用上位 1%論文。IBS

の関連疾患合併数が多いほどうつ・不安尺度が上昇する心身医学的側面を明らかにした。 

・Fukudo S, Okumura T, Inamori M, Okuyama Y, Kanazawa M, Kamiya T, Sato K, Shiotani A, Naito Y, Fujikawa 

Y, Hokari R, Masaoka T, Fujimoto K, Kaneko H, Torii A, Matsueda K, Miwa H, Enomoto N, Shimosegawa T, 

Koike K. Evidence-based clinical practice guidelines for irritable bowel syndrome 2020. J Gastroenterol 56: 193-

217, 2021. 全科学論文中の引用上位 5%論文。日本の IBS 診療ガイドラインにて、心身医学的治療を
strong recommendationに位置づけ、他医学雑誌のガイドライン評価にて高く判定された。 

ｂ. 当該領域における国際的な役割 

●理事長福土審は心身症研究により脳腸相関病国際 Rome V 委員会小委員会副委員長として国際診断基
準の作成に従事している。 

●理事須藤信行は心身症研究により国際心身医学会（ICPM）の学会長に選抜され、2026 年 9 月 23-27日
の福岡における学会主催に向け、国際的に活躍している。 

●名誉理事長久保千春は 2011 年 8 月～2013 年 9 月まで ICPM 理事長として当該領域を国際的に先導
し、その後、現在まで ICPM Executive and Advisory board members である。2005 年第 18回世界心身医
学会議を会長として神戸にて天皇・皇后陛下のご臨席のもと主催した。また、多くの海外での国際シン
ポジウムに招聘され、研究発表を行っている。さらに、1994 年～現在までアジア心身医学会会長とし
て、アジアにおいて 2 年毎にアジア心身医学大会を開催し、教育、研究、臨床や人材育成に貢献してい
る。  

●理事吉内一浩は米国心身医学会機関紙 Psychosomatic Medicine 編集委員、国際行動医学会の
International Collaborative Studies Committee の委員長として貢献している。 

ｃ. 活動からもたらされる社会的な意義 

●幹事関口敦が中心となり、摂食障害全国支援センター（国立精神・神経医療 研究センター）を運営し、
東北大学病院（宮城県）、国府台病院（千葉県）、浜松医大病院（静岡県）、金沢大学病院（石川県）、福
井大学病院（福井県）、九州大学病院（福岡県）を摂食障害支援拠点病院に指定し、摂食障害の予防、



診断、治療、啓発活動により社会に貢献している。また、摂食障害は難治性疾患で死亡率も 5%に達す
る疾患のため、病因・病態の解明が重要であるが、全国共同の脳画像研究により、局所脳の異常を明ら
かにした。その一例が以下の論文である。Tose K, Sekiguchi A et al. Systematic reduction of gray matter 

volume in anorexia nervosa, but relative enlargement with clinical symptoms in the prefrontal and posterior insular 

cortices: a multicenter neuroimaging study. Molecular Psychiatry 2024, doi: 10.1038/s41380-023-02378-4.これ
は、欧米よりも症例数が多く、均質な集団のデータとして重要な知見である。 

●心身医学会年次総会の時に市民公開講座により、ストレス関連疾患克服の知識を広報している。  

●近年、わが国での死因では悪性腫瘍（がん）が第一位を占めており、がん対策基本法など国をあげて
この対策に取り組んでいる。心身医学もその全人的医療の実践としてこの問題に取り組んでおり、特に
緩和医療・サイコオンコロジー（精神腫瘍学）の領域で貢献してきた。これを受けて、精神科医に加え
て心療内科医でも診療報酬加算が認められるようになった。実際の診療場面だけではなく、研究と医療
従事者への教育においても知識の普及に努め、社会的に貢献している。  

ｄ. 学会運営上留意している点 

●機関紙 Biopsychosocial Medicine のインパクトファクターは 2.1 に上がり、更に上昇を目指している。
また掲載された日本心身医学会会員の引用数が多くなるように努力している。 

●心身医学療法はその効果が国内外で証明されているのに反し、保険点数が 80 点と不合理に低い。こ
れを合理的な水準に設定するべく、認知行動療法の心身症への拡大も含めて保険審査機関に申請して
いる。 

●当領域の専門医は厚生労働省が標榜・広告可能と認めた心療内科専門医である。下記に述べる専門医
機構の認可を含め、諸外国同様の正当な位置付けを求めて活動している。 

Ⅱ. 日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

●日本医学会連合の厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究
事業）「新型コロナウイルス感染症による医学・医療・健康に与えた中長期的影響の調査研究－今後の
保健・医療体制整備の観点から－」による研究に学会として参与し、COVID-19による社会情勢が心身
症を悪化させたデータを明らかにした。成果は東大心療内科山中の筆頭にて下記を公刊した。 

Yamanaka Y, Yoshiuchi K, Kubo C, Fukudo S; Japanese Society of Psychosomatic Medicine. A nationwide 

questionnaire survey of physicians regarding the impact of the COVID-19 pandemic on patients and treatment 

system of psychosomatic medicine. Biopsychosoc Med 17(1): 21, 2023. 

●日本消化器病学会の IBS 診療ガイドラインに協力し、2021 年にその英文更新を果たし、AGREE-II に
基づいて国際的に高く評価された。また、日本内科学会の専門医制度の充実に貢献した。  

●日本精神神経学会の病名検討連絡会に参加し、DSM-5 および ICD-11 の摂食障害関連領域の日本語病
名を担当し、新たな日本語病名の作成に貢献している。 

 


